
   胃の健康とピロリ菌   
 
 
 

         

外来診療科 看護師 



ピロリ菌とは 

・胃の粘膜表面に生息している 

・らせん形で長さ2,5〜5ミクロン 

・2～3回ゆるやかにねじれている 

・「べん毛」と呼ばれる長いしっぽが 

  4〜8本ついている 

・ウレアーゼを産生（アルカリ性） 



ピロリ菌に感染し放っておくと 

ピロリ菌が産生するウレアーゼで胃酸が中和される 

胃酸が減り，胃粘膜を守る機能が低下する 

様々な病気を引き起こす 



ピロリ菌に感染すると 

・慢性胃炎 
・胃十二指腸潰瘍 
・胃がん 
・胃ポリープ(過形成性ポリープ) 
・胃MALTリンパ腫など 

これらの病気にかかりやすくなる 



吐き気 

これらの病気にかかると 

食欲不振 胃部不快感 

繰り返すことになります 



主な感染経路 

経口感染 
 ・飲料水 
 
 ・離乳食の口移し 等 



武田薬品工業株式会社「ピロリ菌のお話.jp」 
http://www.pylori-story.jp/pylori/prevention/ 



感染しやすい人，感染のリスクは？ 

・免疫が十分に発達していない乳幼児(特に4歳以下) 

・ステロイド剤など長期服用している患者 

 (免疫が低下し感染しやすい状態である） 

・成人の食生活ではほとんど感染のリスクはない 



あなたももしかしたら 
ピロリ菌に感染しているかも 



検査方法 

・内視鏡を使う検査 
・内視鏡を使わない検査 



内視鏡を使う検査 

・迅速ウレアーゼ試験 
・鏡検法 
・培養法 



内視鏡を使わない検査 

・抗体検査 
・尿素呼気試験 
・便中抗原測定 



Medical Note「ピロリ菌検査のいろいろ」 
https://medicalnote.jp/contents/150601-000005-BKMKLX 



武田薬品工業株式会社「ピロリ菌のお話.jp」 
http://www.pylori-story.jp/disease/disease/cancer/ 





Medical Note  
胃がんリスク層別化検査とは。ピロリ菌感染と萎縮性胃炎の有無で胃がんのリスクを層別化 
https://medicalnote.jp/contents/160906-003-KD 



A群 B群 C群 D群 

内視鏡検査は
ほとんどの 
場合不要 
自覚症状があ
る場合は内視
鏡実施 

内視鏡検査 

胃炎のみの場合 
B,C群→除菌治療 

D群→他の検査で陽性であれば除菌 

定期的な内視鏡検査が必要 

他の所見があ
れば精密検査
とその治療 

デンカ生研株式会社「ABC検診（胃がんリスク分類）」  
http://denka-seiken.jp/jp/special/abc_test.html 



ABC健診対象外 
（E群） 

・ピロリ菌除菌後の方 
  定期的な内視鏡検査が必要 



まとめ 

・胃痛,胃部不快等,胃の症状のある方は受診しましょう 

・ピロリ菌を指摘された方は,定期的に内視鏡検査を受け     

 ましょう 

・ピロリ菌の治療を行うことで胃癌のリスクを下げる事    

 ができる 


	　～ピロリ菌さようなら～
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19

